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 1. はじめに 

国内の水道を取り巻く環境は、人口の減少等に伴う給水収益の低迷や職員の削減等によ

り、いっそうの厳しさを増しています。また、老朽化した施設の更新や地震対策、高度化・

複雑化する水質管理の強化など、様々な課題に直面しています。 

平成 16年 6月に国から公表された『水道ビジョン』では、こうした課題を解決するため

に「水道の運営基盤の強化」を求めており、具体的手段として「広域化の推進」を挙げて

います。しかし、市町村合併が一段落した現在では全国的に広域化が着実に進展している

とは言い難い状況であり、国は平成 22年度に事業統合促進のための国庫補助制度として「水

道広域化促進事業費」を創設し、全国的な広域化の推進を支援しています。 

水道の広域化は、料金収入の安定化やサービス水準等の格差是正、安定水源の確保、施

設余剰能力の有効活用、災害・事故等の緊急時対応力強化（水源の複数化、バックアップ

機能の強化）等の大きな効果が期待できます。更には、人材、資金、施設、情報、水資源

等の経営資源の共有化と効率的活用、スケールメリットを生かした事業運営により、技術

の継承を含めた運営基盤の恒久的な維持向上と水道利用者への均一で質の高いサービスを

安定的に提供することが可能となる等、その効果が注目されています。 

こうした中で、岩手中部広域水道企業団（以下、「企業団」と略す）と構成市町では、早

くから広域化の有用性に着目し、圏域における水道広域化について情報を共有して検討を

重ねてきました。そして、企業団および構成市町とも平成 22年３月までに、「安全・安心・

安定」の水道を「効率的・効果的・持続的」に推進する「岩手中部の広域化」をめざして、

を基本理念とする水道ビジョンを策定しています。 

この基本理念にそって、広域化の必要性、有用性について水源を含めた施設面、財務・

経営面での検証を行い、平成 26年度の企業団および構成市町の統合後の姿を概括的に明ら

かにするため、平成 24 年度から平成 36 年度までを期間とする岩手中部水道広域化基本構

想を策定するものです。 



 

 

岩手中部水道広域化基本構想 

2 

1.1 岩手中部地域における水道の概況 

岩手中部地域は圏域人口約 23 万人を擁し、奥羽山脈と北上高地に挟まれた北上川に沿って人口

が集積している。中心都市は北上市と花巻市であるが、紫波町は県庁所在地盛岡市の通勤通学圏で

もある。北上市、花巻市および紫波町は、北上川や地下水等を水源として各々水道事業を営んでいる

が、これらの自己水源と合わせて企業団から受水している。 

企業団は、岩手中部地域で最大規模の岩手中部浄水場（配水能力 35,500m3

表 1-1 各構成団体の水道事業の現状（平成 21 年度） 

／日）を整備運営して

おり、県営入畑ダムを水源とした浄水を構成市町へ送水している。 

（平成 22 年 3 月現在） 

項    目 北上市 花巻市 紫波町 合計 

行政区域内人口（人） 93,316 103,416 34,084 230,816 

給水区域内人口(人） 93,316 102,657 33,340 229,313 

給水人口（人） 92,420 94,893 32,016 219,329 

給水件数（件） 36,616 33,887 10,242 80,745 

普及率（％） 99.0% 92.4% 96.0% 95.6% 

年間配水量（m3 9,610,302 /年） 11,229,332 3,633,184 24,472,818 

年間総有收水量（m3 8,407,814 /年） 9,012,671 2,838,972 20,259,457 

有收率（％） 87.5% 80.3% 78.1 % 82.8% 

年間総有効水量（m3 8,863,520 /年） 9,673,860 3,166,349 21,703,729 

有効率（％） 92.2% 86.1% 87.2 % 88.7% 

一日最大配水量（m3 29,771 /日） 36,056 12,174 78,001 

一日平均配水量（m3 26,330 /日） 30,765 9,953 67,048 

負荷率（％） 88.4% 85.3% 81.8% 82.8% 
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1.1.1 岩手中部広域水道企業団の用水供給事業の概要 

企業団は、昭和 55 年に北上市（旧北上市、旧和賀町、旧江釣子村）、花巻市（旧花巻市、旧石鳥

谷町）を構成団体とした用水供給事業として設立し、昭和 59 年に紫波町が加わった。水道施設の整

備は、昭和 55年度から平成 2年度にかけて行われ、平成 3年 4月に給水を開始した。また、同年から

岩手中部水道水質検査センターを設置し、企業団に係わる水質検査のほか、岩手中部広域水道圏

の水質検査の受託を開始し、平成 7 年度には胆江広域水道圏の水質検査も受託検査している。 

企業団の用水供給事業においては、県営の入畑ダムから一日最大 38,000m3/ 日を取水し、岩手中

部浄水場で浄水処理した後、一日最大送水量 35,500m3

企業団構成市町への供給水量の内訳を

/日（施設能力）の浄水を、総延長 59.3kmの

送水管を経て、企業団を構成する 2市 1町（北上市、花巻市、紫波町）の配水池（12箇所）に供給する

計画となっている。 

表 1-2に示す。 

表 1-2 企業団構成市町への用水供給水量内訳 

構成団体 供給水量（m3 割合（%） /日） 

北上市 17,208 48.47 

花巻市 15,812 44.54 

紫波町 2,480 6.99 

合  計 35,500 100.00 

 

1.1.2 構成団体の水道事業の概要 

北上市の水道は、平成 3 年 4 月の北上市・和賀町・江釣子村の合併により、旧市町村で運営してき

た上水道を引き継ぎ運営されている。 

花巻市の水道は、平成 18年 1月の花巻市・大迫町・石鳥谷町・東和町の合併により、旧市町で運営

してきた上水道および簡易水道事業を引き継ぎ運営されている。 

紫波町の水道は、紫波上水道を主体に、船久保営農飲雑用水施設（船久保簡易水道）および中平

飲料水供給施設、紫野、山屋、大志田の簡易給水施設により、水を供給している 

構成市町における主要な水道施設の分布概要を図 1-1に示す。
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図 1-1 岩手中部地域の水道施設の分布概要 
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 2. 企業団および構成市町の水道施設の状況 

2.1 施設面における現況のサービス水準の評価結果 

企業団および構成市町の水源浄水場等主要施設について、調査の結果は次のとおりである。 

表 2-1 水道水源および施設の状況 

事業種別 水源名 
水源種

別 

水利権 

有無 

取水能力 

(取水可能量) 
浄水場名 浄水種別 

平成 22 年度調査結果 

水源原水 施設の運用状況・老朽度等 

岩手中部広域水道 

用水供給 

入畑ダム 

（岩手中部広域水

道） 

ダム水 有 

水利権許可水量 

：38,000※1 岩手中部浄水場  

給水能力：35,500 

急速ろ過 問題なし 

施設の改築更新が計画的に行われている。現

状、運用面で問題はない。 

北上市上水道 

北上川水源 表流水 有 20,000 北上川浄水場 ※1 急速ろ過 問題なし 
施設の改築更新が計画的に行われている。現

状、運用面で問題はない。 

和賀川第 1 水源 浅井戸 無 3,600  
和賀川浄水場 

滅菌処理 休止中 浄水場老朽化により休止中 

和賀川第 2 水源 表流水 有 6,700※1 急速ろ過   休止中 浄水場老朽化により休止中 

江釣子第 4 水源 浅井戸 無 2,360  江釣子浄水場 滅菌処理 問題なし 施設の老朽化が進んでいる  

仙人水源 湧水 無 868  仙人浄水場 滅菌処理 問題なし   

横川目第 2 水源

（予備） 
浅井戸 無 (472) 横川目第 2 滅菌処理    

岩沢水源（予備） 湧水 無 (700) 岩沢 滅菌処理    

 自己水源 計 34,624         

夏油保養温泉 

給水施設専用水道 
後沢水源 表流水 無 (158) 夏油浄水場 緩速ろ過 - - 

花巻市上水道 

（旧花巻市地区） 

北上川水源 

＋ 

豊沢川水源 

表流水 有 

10,000※1

＋ 

  

11,550※1

高円万寺浄水場 

  

急速ろ過系 

＋ 

緩速ろ過系 

北上川水源の水
質は不安定 

豊沢川水源の水
質は安定 

北上川水系からの取水・導水の動力にかかる

費用が著しく大きく負担となっている上に、施設

の老朽化（供用開始後 34 年）が進んでおり、

喫緊の対策が必要。 

 湯本水源(台川) 表流水 有 1,500※1 湯本浄水場   急速ろ過 休止中   

花巻市上水道 

（旧大迫町地区） 

大迫水系取水場 表流水 有 2,180※1 中央浄水場   急速ろ過 問題なし 
水源施設（特に建築構造物）の老朽化が進ん

でいる。 

内・亀水系取水場 表流水 有 864※1 立石浄水場   急速ろ過 問題なし 
水源施設（特に建築構造物）の老朽化が進ん

でいる。 

樋の口水源 湧水 無 120※1 樋の口浄水場   滅菌処理 問題なし   

旭ノ又水源 湧水 無 85※2 旭ノ又浄水場   滅菌処理 問題なし   

沢崎水源 湧水 無 50 沢崎浄水場 ※2 滅菌処理 問題なし   

竪沢水源 湧水 無 43  竪沢浄水場 滅菌処理 
クリプト指標菌検

出 
存続利用する場合はクリプト対策施設の設置

が必要 

小又水源 湧水 無 124 小又浄水場 ※2 滅菌処理 問題なし   

折壁水源 表流水 無 84 折壁浄水場 ※2 滅菌処理 問題なし   

小呂別水源 表流水 無 97 小呂別浄水場 ※2 滅菌処理 問題なし   

岳水源 湧水 無 80 岳浄水場 ※2 滅菌処理 問題なし   

花巻市上水道 

（旧石鳥谷地区） 

新堀取水場 伏流水 有 2,310※1 新堀浄水場   滅菌処理 問題なし  

十日市取水場 浅井戸 無 650  十日市浄水場 滅菌処理 
水質悪化により取

水停止あり 
水源は肥料の影響で硝酸態窒素が高くなり取

水ができなくなることがある 

土沢簡易水道     （旧
東
和
町
地
区
） 

土沢水源池 伏流水 無 500  土沢浄水場 滅菌処理 水源水量が不足
している 

水源水量が不足している他、施設の老朽化が

進行しており、晴山水源池 喫緊の対策が必要 伏流水 無 110  晴山浄水場 滅菌処理 

東和第 1 簡易水道 
矢崎取水場 表流水 有 1,442※1 竹中浄水場   急速ろ過    

谷内取水場 表流水 有 877※1 谷内浄水場   急速ろ過 問題なし 主要設備の更新が計画的に行われている。 

東和第 3 簡易水道 落合取水場 浅井戸 無 1,050  中内浄水場 急速ろ過 
原水に鉄分が多

い 
  

田瀬簡易水道 田瀬取水場 浅井戸 無 360  田瀬浄水場 急速ろ過 問題なし   

 自己水源 計 34,755         

紫波町上水道 

片寄第 1・4 水源 深井戸 無 855  
片寄浄水場 急速ろ過 

原水水質が悪化
しており、取水量
も低下している 

取水施設を含め施設の老朽化が進んでいる。 

片寄第 2 水源 深井戸 無 1,553  

小山沢水源 湧水 無 526  小山沢 滅菌処理  取水施設を含め施設の老朽化が進んでいる。 

大明神水源 湧水 無 564  大明神 滅菌処理  取水施設を含め施設の老朽化が進んでいる。 

水分水源 湧水 無 3,134  水分 滅菌処理 

水質良好だが水
量は不安定 

（地震後濁り確
認） 

取水施設を含め施設の老朽化が進んでいる。 

古館水源 伏流水 有 4,320※1 古館揚水場   滅菌処理 

現状ではクリプト
の指標菌は検出
されていないが、
今後対策が必要 

取水施設を含め施設の老朽化が進んでいる。 

長岡第 1 水源 浅井戸 無 244  

長岡揚水場 滅菌処理  

取水施設を含め施設の老朽化が進んでいる。 

長岡第 2 水源 深井戸 無 217    

長岡第 3 水源 浅井戸 無 286    

赤沢水源 湧水 無 1,115  赤沢浄水場 膜処理 問題なし 更新済み（増設余地あり） 

沢田水源（予備） 湧水 無 － 沢田 滅菌処理  取水施設を含め施設の老朽化が進んでいる。 

佐比内水源（予備 浅井戸 無 － 佐比内 緩速ろ過  取水施設を含め施設の老朽化が進んでいる。 

船久保営農飲雑 

用水簡易水道 
船久保水源 表流水 無 (190) 船久保浄水場 緩速ろ過    

 自己水源 計  12,814         

※ 1 取水能力のうち、水利権有の水源は既得水利権を示す。 

※ 2 花巻市大迫地区の急速ろ過浄水場は配水能力＝取水能力。 
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H18 H19 H20 H21

29.4 31.4 20.9 8.9

27.4 29.2 33.5 59.0

34.2 37.8 39.0 40.8

14.8 24.7 31.2 25.6

用水供給事業体 63.0 56.2 56.2 56.2

上水道事業体 45.2 45.5 45.5 45.5

紫波町

全国
（中央値）

〔（確保している水源水量/一日最大配水量）-1〕×100

企業団

北上市

最大需要量に対して水源がどれだけゆとり
を持っているのかを示すもので、値が大きい
ほど水源に余裕があることになる。（渇水に
対する安全度を示す）

花巻市

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

H18 H19 H20 H21

企業団
北上市
花巻市
紫波町
用水供給事業体
上水道事業体

＜評価・考察＞
北上市・紫波町は増加傾向、花
巻市は微増傾向。全国中央値に
比べ低い傾向。

※ H20,21の全国中央値はH19の値

2.2 業務指標（PI）による施設面、維持管理面等におけるサービス水準の評価 

2.2.1 PIの傾向分析結果 

1） 1002 水源余裕率（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

2） 2003 浄水予備力確保率（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

紫波町においては水源、施設能力面で余力の無い状況が確認できる。 

企業団は近年、水源の余裕率が低下傾向にあるが、平成 17 年度から構成団体における水需

要の低迷により減量（33,200m3/日）していることが原因であると考えられる。 

企業団では、近年の水需要の逼迫、企業団用水の圏域の有効活用を理由に、当初申請許可

水量の 38,000m3/日に戻す（再取得）すべく、国と協議中である。 
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H18 H19 H20 H21

0.00 0.00 0.00 0.00

0.42 0.50 0.58 0.94

0.76 0.73 0.72 0.54

0.20 0.27 0.29 0.30

用水供給事業体 0.00 0.00 0.00 0.00

上水道事業体 0.69 0.65 0.65 0.65

紫波町

全国
（中央値）

年間に更新された導・送・配水管の割合を
示す。値が大きいほど管路の更新に積極的
に取り組んでいることを示す。

更新された管路延長/管路総延長×100

企業団

北上市

花巻市

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H18 H19 H20 H21

企業団
北上市
花巻市
紫波町
用水供給事業体
上水道事業体

＜評価・考察＞
北上市は増加、花巻市は減少
傾向。
紫波町は増加傾向であるが、更
新率は全国中央値と比較して低
い状況。

※ H20,21の全国中央値はH19の値

3） 2103 経年化管路率（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4） 2104 管路の更新率（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北上市の管路の経年化率は全国中央値を下回っており、更新率も上昇傾向である。 

花巻市は管路の経年化率は全国中央値をやや上回っており、更新率も横ばい傾向。 

紫波町では、全国中央値に比べ、管路の更新率が低く、経年化管の割合が大きくなっている。 
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5） 3019 施設利用率（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6） 3020 施設最大稼働率（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

北上市は全国中央値に比べ、施設利用率、最大稼働率とも低い。 

花巻市は施設利用率、最大稼働率共に全国中央値をやや上回っている。 

紫波町においては利用率とともに施設最大稼働率も高く施設能力面で余力の無い状況が確認できる。 

企業団の施設利用率、最大稼働率は全国中央値に比べ低い傾向であったが、近年は上昇傾向。 
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導水管路（企業団） 

送水管路（企業団） 

浄水場 

配水池 

ポンプ場 

凡      例 

水源地及び取水場 

 制御弁室 

岩手中部地域水道施設の現状 

 

 

北 上 市 

岩 手 中 部 地 域 水 道 施 設 の 現 状 

花 巻 市 東 和 地 区 

花 巻 市 大 迫 地 区 

花巻市 高円万寺浄水場 

浄 北上川水源 

浄 北上市 北上川浄水場 

水 

豊沢川水源 

紫波町 赤沢浄水場 

浄 

紫波町 片寄浄水場 

浄 

花巻市 新堀浄水場 

浄 

浄 紫波町 古館揚水場 

紫波町 長岡揚水場 

浄 水分水源 水 

水 

北上市 和賀川水源 

（表流水・地下水） 

花巻市 東和土沢地区 

花巻市基幹浄水場 

北上市基幹浄水場 

浄 

花 巻 市 石 鳥 谷 地 区 

花 巻 市 

花巻市（石鳥谷）十日市浄水場 浄 肥料等により 

水源水質悪化 

土沢・晴山水源 

水 水 

水源水量の不足 

施設老朽化 

水源水量の減少 

施設老朽化 

施設老朽化 

施設老朽化 

莫大な導水費用負担 

取水施設の老朽化 

小規模水源施設の

老朽化 

水源水量が不安定 

水源（水利権有）の有効活用 

良質水源の有効活用 

企業団用水 

の有効活用 
岩手中部浄水場 

【紫波町水道施設の現状】 

DBO で整備済みの赤沢浄水場を除く

浄水・揚水場（片寄、長岡、古館、佐比

内）の施設や小規模な水源施設（小山

沢、大明神等）の老朽化が進んでおり、

特に小規模地下水源では、水源水量

の安定性と合わせた課題がある。 

【花巻市の水道施設の状況】 

東和地区の土沢・晴山区域は水源水量が

不足し、施設の老朽化が進んでいる。 

高円万寺浄水場の北上川水源施設の老

朽が進むとともに、導水にかかる費用が大

きな負担となっている。 

石鳥谷地区の十日市浄水場では肥料等

による水源の水質悪化が確認されている。 

【北上市の水道施設の状況】 

施設の更新整備等が計画的に行われて

おり、施設の状況は全般的に良好。 

休 止 中 の 和 賀 川 系 水 源 （ 表 流 水

6,000m3/日（水利権有）含む）の有効活

用が課題。（和賀川系地下水源は再開

予定） 

紫波町 佐比内浄水場 

浄 施設老朽化 

一部施設の老朽化 

竪沢水源 水 

要クリプトスポリジウム対策 

小山沢・大明神水源 

水 

北上市 江釣子水源 

（地下水） 

北上市水源（表流水

（水利権有）・地下水

（2 水源））の有効活用 

位 置 図 

0 1,000 2,000m 

NONSCALE 

水 

【岩手中部広域水道企業団 

の水道施設の状況】 

企業団施設能力（35,500m3/日）の有

効活用が課題。 

このためには、ろ過能力の改善、浄水

池の増設が必要。 

企業団の施設は更新整備等が計画的

に行われており、施設の状況は全般的

に良好。 

紫 波 町 

P 

配 

浄 

水 水 

水 
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 3. 水需要推計および水源の統廃合計画 

3.1 計画給水量

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36

（人） 229,878 229,374 228,870 228,366 227,863 227,275 226,809 226,343 225,877 225,413 224,904 224,345 223,784 223,223 222,657

（人） 228,579 228,082 227,584 227,085 226,588 226,007 225,548 225,088 224,629 224,172 223,670 223,118 222,564 222,010 221,452

（人） 219,289 219,569 219,844 220,110 220,373 220,546 220,828 221,106 221,377 221,645 221,639 221,578 221,510 221,438 221,452

（％） 95.9 96.3 96.6 96.9 97.3 97.6 97.9 98.2 98.6 98.9 99.1 99.3 99.5 99.7 100.0

（戸） 81,625 82,679 83,757 84,857 85,983 87,107 88,300 89,523 90,773 92,056 93,264 94,480 95,726 97,005 98,356

年 間 使 用 水 量 (㎥/年) 15,338,030 15,481,068 15,493,885 15,547,175 15,613,240 15,703,230 15,681,495 15,747,925 15,802,310 15,877,446 15,868,375 15,864,360 15,906,335 15,944,790 15,972,035

一 日 平 均 使 用 水 量 （ｍ3/日） 42,022 42,298 42,449 42,595 42,776 42,905 42,963 43,145 43,294 43,381 43,475 43,464 43,579 43,565 43,759

一人一日平均使用水量 192 193 193 194 194 195 195 195 196 196 196 196 197 197 198

年 間 使 用 水 量 (㎥/年) 4,120,120 4,112,010 4,082,160 4,062,815 4,043,470 4,088,586 4,058,070 4,039,090 4,020,110 4,011,726 3,981,420 3,962,075 3,943,095 3,934,500 3,904,405

一 日 平 均 使 用 水 量 （ｍ3/日） 11,288 11,235 11,184 11,131 11,078 11,171 11,118 11,066 11,014 10,961 10,908 10,855 10,803 10,750 10,697

年 間 使 用 水 量 (㎥/年) 1,320,935 1,319,430 1,310,350 1,304,875 1,299,035 1,297,104 1,287,720 1,282,245 1,276,770 1,274,412 1,265,455 1,259,615 1,254,140 1,252,086 1,242,460

一 日 平 均 使 用 水 量 （ｍ3/日） 3,619 3,605 3,590 3,575 3,559 3,544 3,528 3,513 3,498 3,482 3,467 3,451 3,436 3,421 3,404

年 間 使 用 水 量 (㎥/年) 101,470 98,820 95,995 93,440 90,885 88,572 86,140 83,950 81,760 79,788 77,380 75,555 73,730 71,736 69,715

一 日 平 均 使 用 水 量 （ｍ3/日） 278 270 263 256 249 242 236 230 224 218 212 207 202 196 191

年 間 使 用 水 量 (㎥/年) 20,880,555 21,011,328 20,982,390 21,008,305 21,046,630 21,177,492 21,113,425 21,153,210 21,180,950 21,243,372 21,192,630 21,161,605 21,177,300 21,203,112 21,188,615

一 日 平 均 使 用 水 量 （ｍ3/日） 57,207 57,408 57,486 57,557 57,662 57,862 57,845 57,954 58,030 58,042 58,062 57,977 58,020 57,932 58,051

(㎥/年) 1,510,005 1,527,684 1,520,955 1,526,065 1,524,605 1,528,782 1,527,160 1,525,700 1,541,395 1,541,958 1,533,000 1,535,190 1,530,080 1,526,220 1,530,810

（ｍ3/日） 4,137 4,174 4,167 4,181 4,177 4,177 4,184 4,180 4,223 4,213 4,200 4,206 4,192 4,170 4,194

(㎥/年) 22,390,560 22,539,012 22,503,345 22,534,370 22,571,235 22,706,274 22,640,585 22,678,910 22,722,345 22,785,330 22,725,630 22,696,795 22,707,380 22,729,332 22,719,425

（ｍ3/日） 61,344 61,582 61,653 61,738 61,839 62,039 62,029 62,134 62,253 62,255 62,262 62,183 62,212 62,102 62,245

(㎥/年) 2,686,035 2,575,908 2,446,960 2,325,050 2,207,155 2,096,448 1,971,365 1,857,485 1,743,970 1,633,824 1,512,195 1,422,040 1,334,805 1,249,158 1,195,740

（ｍ3/日） 7,359 7,038 6,704 6,370 6,047 5,728 5,401 5,089 4,778 4,464 4,143 3,896 3,657 3,413 3,276

(㎥/年) 25,076,595 25,114,920 24,950,305 24,859,420 24,778,390 24,802,722 24,611,950 24,536,395 24,466,315 24,419,154 24,237,825 24,118,835 24,042,185 23,978,490 23,915,165

（ｍ3/日） 68,703 68,620 68,357 68,108 67,886 67,767 67,430 67,223 67,031 66,719 66,405 66,079 65,869 65,515 65,521

313 313 311 309 308 307 305 304 303 301 300 298 297 296 296

（ｍ3/日） 83,883 83,772 83,442 83,121 82,843 82,674 82,250 81,992 81,739 81,349 80,948 80,542 80,275 79,834 79,829

383 382 380 378 376 375 372 371 369 367 365 363 362 361 360

（％） 83.3 83.7 84.1 84.5 84.9 85.4 85.8 86.2 86.6 87.0 87.4 87.7 88.1 88.4 88.6

（％） 89.3 89.7 90.2 90.6 91.1 91.5 92.0 92.4 92.9 93.3 93.8 94.1 94.4 94.8 95.0

（％） 81.9 81.9 81.9 81.9 81.9 82.0 82.0 82.0 82.0 82.0 82.0 82.0 82.1 82.1 82.1

一 日 最 大 配 水 量

無　　　　効　　　　水　　　　量

一 日 平 均 配 水 量

一 人 一 日 平 均 配 水 量

総 配 水 量

業 務 営 業 用

　項　　目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　度

行 政 区 域 内 人 口

給 水 区 域 内 人 口

給 水 人 口

普 及 率

給 水 戸 数

有収水量 計

有 効 無 収 水 量

有 効 水 量

有 収 率

一 人 一 日 最 大 配 水 量

用

途

別

水

量

有

効

水

量

有 効 率

負 荷 率

（ℓ/人・日）

（ℓ/人・日）

（ℓ/人・日）

有

収

水

量

生 活 用

工 場 用

そ の 他
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3.2 水源の統廃合計画 

3.2.1 段階的な水源の統廃合の基本的な考え方 

1） 検討の前提条件（水利権一括更新） 

岩手中部地域での水源の統合、融通等の検討を行うためには、水利権の取り扱いがスケジュールを

含めた支配的な条件となる。 

現状では、同地域において、平成 25 年度に水道事業の統合認可申請を行い、平成 26 年 4 月 1 日

から事業として一本化（事業統合）する計画である。 

水利権申請は平成 24 年度頃から下協議を行い、平成 26 年度に本申請を行うこととなる。 

以上より、本構想での水源の統廃合、水融通は平成 26 年度以降に行うことを前提に検討を行う。 

2） 水源統廃合・水融通の基本的な考え方 

本基本構想における水源統廃合・水融通検討の基本的な考え方を以下の図 3-1に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1 水源統廃合・水融通の基本的な考え方 

岩手中部浄水場 

水源統廃合・水融通の基本的な考え方 

浄

 北上川水源 

（廃止） 

浄

 

水 

浄 

浄 花巻エリア 新堀浄水場（存続） 

浄 

浄 

浄 
水分水源（存続） 

（紫波エリア） 

水 

和賀川水源 

（表流水・地下水） 

花巻エリア 東和土沢・晴山区域 

P 

浄

 

花巻エリア 

水 

紫波エリア 佐比内浄水場（廃止） 

小山沢・大明神水源廃止 

紫波エリア 片寄浄水場（廃止） 

浄 

配 
浄

 

花巻エリア 中内浄水場 

花巻エリア 高円万寺浄水場 

紫波エリア 

配 

水 

北上中央橋 

配 

北上川水管橋 

浄

 水 

配 

水 

水 

水 

水 

水 

江釣子水源 

（地下水） 

北上エリア 浄

 

 

水 

≪紫波エリア≫ 

企業団用水の圏域での有効

活用により、受水量を増量す

ることで、老朽化が進む小規

模地下水源を廃止し、安定

給水を実現する 

紫波エリア 赤沢浄水場 

紫波エリア 長岡揚水場（廃止） 

紫波エリア 古館揚水場 

≪花巻エリア≫ 

北上エリア北上川浄水場か

らの送水による花巻エリア東

和地区土沢・晴山区域の安

定給水を実現。将来的には

企業団用水を送水。 

≪企業団≫ 

企業団施設、用

水（水源）の圏域

での最大限の有

効活用。 
≪北上エリア≫ 

休止中の和賀川系地下水源

および表流水（6,000m3/

日））活用による企業団用水

の圏域での有効活用。 

≪花巻エリア≫ 

北上エリア和賀川系水

源（休止中）の活用、統

合浄水場の整備等によ

り企業団からの受水量

を増量し、運用面で課

題の多い北上川水源を

廃止する。 

豊沢川水源（存続） 
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自己水, 浄水能力,

52,744m3/日

自己水, 必要水量,

50,450m3/日

自己水（分水）, 必要水量,

1,259m3/日

企業団, 必要水量,

31,450m3/日

企業団, 浄水能力,

35,500m3/日

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000 70,000 80,000 90,000 100,000

必要水量

浄水能力

（m3/日） 

3.2.2 水源の統廃合・水融通計画 

各エリア（構成市町）での水源統廃合、水融通を行った場合の平成 36年度時点での水量を集計する

と、図 3-2、表 3-1のとおりとなる。 

各エリアでの必要水量、企業団水量共に、施設能力（浄水能力）、水源水量の内数に収まっており、

十分実現可能な計画であると判断される。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 3-2 平成 36 年度における岩手中部地域での必要水量と施設能力の比較 

表 3-1 平成 36 年度における岩手中部地域での必要水量と施設能力の集計 

 
各エリアでの 

自己水必要水量 
北上エリア⇒花巻

エリア分水量 
浄水能力 備考 ※ 

北
上
エ
リ
ア 

自己水 
29,23１ m3

（－1,259 m
/日

（23,740＋5,491） 
3 30,490 m/日） 3

和賀川系自己水再開分を含む浄水能力の確
保により、5,491m

/日 
3/日は北上市内で配水、

1,259m3

企業団 

/日は花巻エリアへ送水（北上川浄水
場⇒東和（土沢・晴山地域））。 

8,169 m3  /日 17,208 m3
自己水活用で余裕の出た企業団用水 9,039
（17,208－8,169）m/日 3

花
巻
エ
リ
ア 

/日は花巻エリア、紫波エ
リアへ融通。 

自己水 15,093 m3 ＋1,259 m/日 3 16,225 m/日 3

北上エリア北上川浄水場より、花巻エリア東和
地区の土沢・晴山区域および中内浄水場配水
区域へ 1,259m/日 3

なお、中内浄水場は現状運用可能であり、廃
止時期は調整可能。 

/日送水。 

企業団 17,266 m3  /日 15,812 m3
企業団用水の不足分（1,454
（17,266-15,812）m/日 3

紫
波
エ
リ
ア 

/日）は、北上エリア余裕
分を融通する。 

自己水 6,126m3  /日 6,029 m3
古館揚水場整備（浄水場化）、赤沢浄水場増
設によりほぼ供給可能。不足分（97m/日 3

企業団 

/日）は
当面水分水源の運用等により対応する。 

6,015m3  /日 2,480 m3
企業団用水の不足分（3,535（6,015-2,480）
m/日 3

自己水小計 

/日）については、北上エリア自己水再開等
により、企業団用水を増量融通する。 

50,450 m3 1,259 m/日 3 52,744 m/日 3 各エリアの自己水分は、各エリアの浄水施設
（水源）能力で十分に供給可能である。 

/日 

企業団小計 31,450m3 35,500 m/日 3

企業団用水分は企業団浄水能力で十分に供
給可能である。 

/日 
花巻エリアおよび紫波エリアの老朽施設等廃止
に伴う不足分 4,873 m3

合  計 

/日（1,374＋3,499）は
北上エリアの自己水再開により、企業団用水を
十分に融通可能である。 

83,159 m3 88,244 m/日 3 岩手中部地域全体としての供給 /日 

※ 浄水能力の企業団欄は、各構成市町（エリア）の現状での配分水量。 
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90%

100%

北上エリア 花巻エリア 紫波エリア 圏域全体

運用中の水源（課題のある水源）（自己水）

運用中の水源（不安定水源）（自己水）

北上エリアから花巻エリアへ

運用中の水源（安定水源）自己水

広域受水（企業団用水）

予備水源（自己水）

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

北上エリア 花巻エリア 紫波エリア 圏域全体

運用中の水源（課題のある水源）（自己水）
運用中の水源（不安定水源）（自己水）

休止水源（表流水）（自己水）
休止水源（地下水）（自己水）
運用中の水源（安定水源）自己水
広域受水（企業団用水）

予備水源（自己水）

 （m3/日） 

 （m3/日） 

3.2.3 水源別統廃合の効果の検証 

広域化による水源の統廃合、水融通の効果を以下に示す。 

表 3-2 広域化を行わない場合の水源の状況（平成 36 年度浄水能力試算） 
 北上エリア 花巻エリア 紫波エリア 備考 

自
己
水
源 

運用中の水源（安定水源） 20,560 16,225 5,610  紫波エリアでは水分として 1,600 を見込む 

運用中の水源（不安定水源） 330 － 4,031  北上エリアは仙人を不安定水源とした 

運用中の水源 

（課題のある水源） 
－ 14,075 － 

花巻エリアの内訳は高円万寺浄水場北

上川水源（9,095）、十日市・土沢・晴山

および新堀（2,720）、中内（1,000） 

休止水源（地下水） 3,600 1,400 － 花巻市は湯本水源が休止中 

休止水源（表流水） 6,000 － －   

予備水源 (1,172) － (986) 紫波エリアは赤沢（419）含む 

広域受水（企業団用水） 17,208 15,812 2,480   

 

 

  

 

 

 

 

 

表 3-3 広域化を行った場合の水源の状況（平成 36 年度浄水能力試算） 
 北上エリア 花巻エリア 紫波エリア 備 考 

自
己
水
源 

運用中の水源（安定水源） 28,901 16,225 5,610  紫波エリア水分水源では 1,600 を見込む 

運用中の水源（不安定水源） 330 － － 北上エリアは仙人を不安定水源とした 

運用中の水源 

（課題のある水源） 
－ 3,720 － 

花巻エリアの内訳は新堀（2,720）、中内

（1,000） 

休止水源地下水 － － － 花巻市は湯本水源が休止中 

休止水源（表流水） － － －   

予備水源 (1,172) － (986) 紫波エリアは赤沢（419）含む 

広域受水※ 8,169 （企業団用水） 17,266 6,015   

北上市から花巻市へ分水 -1,259 +1,259 － 
北上エリア自己水源再開に伴いエリア域

外へ送水 

 ※ 広域化を実施した場合の企業団からの広水受水量は各エリア（構成市町）の必要量で分配しているため、

広域化実施しない場合の水量と異なる。 

 

 

 

 

 

 

 

広域化を行わない場合、花巻エリ
ア、紫波エリアでは約 3 割の水源
が課題を抱えることとなる 

広域化を行った場合、圏域での水
融通により水源の安定性が大幅
に向上する。 
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 4. 広域化に向けた施設整備計画 

4.1 施設整備計画の基本的な考え方 

施設整備計画の策定にあたっては、岩手中部地域全体における恒久的な安定給水や効率的な施

設利用を早期に実現させることを前提とする。 

このために、前章で策定した水源の統廃合・水融通計画に基づき、老朽化の進む小規模地下水源

等の施設は廃止し、ダムや表流水等の安定水源とした施設を中心に再構築を行うこととする。 

このためには、水源水量が安定かつ豊富で、標高の高い位置に施設があり、送配水に最も有利な

条件にある企業団施設の有効利用を計画の前提として、圏域全体の施設整備計画を作成する。 

また、現状で水量の確保等で喫緊の課題を抱えている花巻エリアの東和地区、紫波エリアの小規模

地下水水源施設の老朽化等については、最優先に対策を行うこととする。 

さらに、運用面で大きな課題を抱える花巻エリアの高円万寺浄水場の北上川水源については、早期

に廃止できるように、代替となる企業団用水融通の手当てを行うための方策として、北上エリアの和賀

川系水源の再活用に向けた整備を行う方針とする。 

優先して整備すべき施設は以下の通り。 

① 企業団用水を岩手中部全域で有効活用するために必要な施設の整備として、企業団施設

（浄水池）、送水施設、各エリア（旧構成市町）での受水施設（配水池）の整備を行う。 

② 花巻エリア東和地区土沢・晴山区域の水量不足は深刻であり、早期解消のため、暫定案として、

北上エリアからの送水（中内配水池経由）を行うための施設整備（送水施設・配水池の新設）

を行う。（最優先） 

③ 小規模地下水源施設の老朽化が進む紫波エリアへは、企業団用水を増量するための受水施

設として片寄配水池増設の整備を行う。（最優先） 

④ 紫波エリアにおいては、老朽化が進みクリプトスポリジウム対策等が必要となっている古館揚水

場の更新整備（浄水場化：DBO 方式）を行う。 

⑤ 北上エリア和賀川系水源の有効活用により、北上エリアで余裕がでた企業団用水を北上エリア

外へ融通運用する。このためには休止中の和賀川系水源を再開するための施設（地下水：紫

外線消毒設備、表流水：北上エリア統合浄水場）の整備が必要となる。なお、運用面で課題の

ある花巻エリア高円万寺浄水場の北上川水源の廃止は、北上エリアの統合浄水整備後に可

能となる。 

⑥ 紫波エリアの佐比内地区、花巻エリアの石鳥谷地区、大迫地区等の安定給水に向け、新三竹

堂配水池の新設と企業団用水送水施設（管路・水管橋）の整備を行う。 

⑦ 企業団用水の圏域での安定運用に向け、送水管ループ化のための管路整備を推進する。
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4.2 段階的施設整備計画 

表 4-1 施設整備計画工程表 

 事業内容
平成 24

年度 
※ 

平成 25
年度 

平成 26
年度 

平成 27
年度 

平成 28
年度 

平成 29
年度 

平成 30
年度 

平成 31
年度 

平成 32
年度 

平成 33
年度 

平成 34
年度 

平成 35
年度 

平成 36
年度 

企
業
団 

企業団浄水池増設          
 

            

北
上
エ
リ
ア 

和
賀
川
浄
水

場
再
構
築 

和賀川第１水源送水管整備（φ200） 
江釣子水源導水管整備（φ350）                           

和賀川浄水施設整備 
（地下水・紫外線（UV）消毒）                           

藤沢第 2 配水池増設                          

統合浄水場新設 
（表流水 6,000ｍ3   

/日 急速濾過方式）                    

花
巻
エ
リ
ア 

東
和
地
区
送
水

施
設
整
備 

広域南部幹線整備(北上川浄水場～
仮称 東和配水池)φ250 

    
 
 

  
                  

仮称 東和送水ポンプ場新設    
  

                    

仮称 東和配水池新設 
RC造 V=200m

  3  
  

                    

仮称 新三竹配水池新設 RC V=1,400m   3            
 

       

紫
波
エ
リ
ア 

片寄配水池増設 RC造 V=1,000m   3   
 

                    

広域北部幹線整備（北上川水管橋含む） 
φ400 （新三竹堂関連） 

             

古館水源系施設更新                           

広
域
共
通 

企
業
団
送
水
バ

イ
パ
ス
管
整
備 

仮称 統合浄水場～北上川浄水場 
φ300 

                         

北上川浄水場～北上中央橋 
φ300 

                         

北上中央橋～新三竹堂配水池         
  

               

法手続き 

水道事業認可 申請準備 
事業認可

申請 

事業統合 
                    

水利権申請 
（水利権一括更新） 

事前協議 本協議 
本申請 

一括更新 
                    

※ 本整備計画での施設の仕様（（送水管の口径、配水池等の容量等）については、概算事業費を算出するために本基本構想で概定したものであり、今後の詳細検討（施設計画）で変更となる可能性がある。
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4.3 水道施設整備基本構想 

 

 

4.3 水道施設整備基本構想 

岩手中部浄水場 

花巻エリア大迫地区 

【花巻エリア】 
（仮称）東和配水池新設 

（北上エリア 北上川浄水場より） 

【企業団】 
○ 浄水池増設 
○ ろ過能力改善 

北上エリア（仮称）統合浄水場 

北上エリア 北上川浄水場 

水分水源（存続） 

（紫波町） 

北上エリア基幹浄水場 

北上エリア基幹浄水場 

P 

【花巻エリア】 
東和（中内）送水ポンプ場新設 

（北上エリア 北上川浄水場より） 

浄

 

水 

【紫波エリア】≪計画≫ 

赤沢浄水場能力増強（DBO） 

配 
浄

 

花巻エリア 中内浄水場 

（将来廃止） 

表流水（6,000m3/日））活用による企業団用水

の圏域での有効活用 

優先度第 1 位（平成 26～28 年度） 

北上市北上川浄水場からの送水に

よる花巻市東和地区土沢・晴山区域

の安定給水を実現 

北上エリア和賀川系水源（休

止中）の活用、統合浄水場の

整備等に伴う、企業団用水

の増量により、運用面で課題

の多い北上川水源の廃止 

（豊沢川水源への一本化） 

老朽施設の更新 

北上エリア送水管（φ300） 

北上川横断（北上中央橋） 

配 

水 

優先度第 3 位（平成 28～30 年度） 

【北上エリア】 

統合浄水場整備 休止中の和賀川系地

下水源有効活用によ

る企業団用水の圏域

での有効活用 0 2,000 4,000m 

NONSCALE 
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浄 

浄 

浄 

浄 浄 

浄 

浄 

浄 

浄 

配 

配 

水 

水 

水 

水 

水 

配 

水 

水 

優先度 構成市町の整備と同時に推進 

浄水池増設（平成 29～30 年度） 

【企業団岩手中部浄水場】

施設能力の適正化・増強 

平成 24～25 年度 

【北上エリア】（既計画） 
和賀川水源送水管整備 
江釣子水源導水管整備 
和賀川浄水施設整備 

（地下水 UV 消毒） 

和賀川水源 

（表流水・地下水） 

江釣子水源 

（地下水） 

【北上エリア】（既計画） 
藤沢第 2 配水池増設 

平成 26～27 年度 

≪北上エリア⇒花巻エリア（東和地区）≫ 
広域南部幹線 送水管φ250 整備 

（北上川浄水場～（仮称）東和配水池区間） 

豊沢川水源 

（存続） 

【花巻エリア】 
北上川水源廃止 

北上川水源 

（廃止） 

優先度第 4 位（平成 31～33 年度） 

【企業団】（花巻・紫波エリア） 
新三竹堂配水池新設 

【企業団】（花巻・紫波エリア） 
広域北部幹線・北上川水管橋整備 
送水管（バイパス管）φ400 整備 

（企業団送水管～新三竹堂配水池間） 

【紫波町】既計画（DBO 方式） 
古館揚水場更新（浄水場化） 

平成 24～29 年度 

優先度第 2 位（平成 26～28 年度） 

紫波エリアの老朽施設廃止に

伴う企業団用水受水（増量）

用の配水池増設 

【企業団】（紫波エリア） 
片寄配水池増設 

紫 波 エ リ ア 

紫波エリア基幹浄水場 

紫波エリア 長岡揚水場（廃止） 浄 

浄 

紫波エリア 佐比内浄水場（廃止） 

紫波エリア 片寄浄水場（廃止） 

小山沢・大明神水源廃止 

花巻エリア 新堀浄水場（存続） 

浄

 

水 

水 

浄

 

浄

 

配 

浄 

花巻エリア石鳥谷地区 

北上川水管橋 

浄 

配 

水 

花 巻 エ リ ア 

花巻エリア基幹浄水場 

花巻エリア（石鳥谷地区、大迫地区）、

紫波エリア（佐比内地区）等の安定給

水に向け、企業団用水受水用の配水

池を既設三竹堂配水池近傍に新設。 

企業団既設送水管から、送水管のバイ

パス管として、北上川横断水管橋を含

む送水管の整備を行う。 

浄 

花巻エリア東和地区 

北上エリア北上川浄水場

の浄水を、新設する（仮

称）東和配水池経由で土

沢・晴山区域へ配水 

北上エリア休止水源（和賀

川系）の活用による企業団

用水の圏域での有効活用 

優先度第 5 位（平成 31 年度以降） 

紫波エリア 赤沢浄水場 
 

 

 
 

 

 

花巻エリア 高円万寺浄水場 

花巻エリア 東和土沢・晴山区域 

浄

 

水 

浄 

北 上 エ リ ア 

導水管路（企業団） 

送水管路（企業団） 

浄水場（既設） 

ポンプ場（計画） P 

浄 

凡      例 

計画管路（バイパス管） 

配水池（既設） 

水源および取水場（既設） 水 

配 

浄水場（計画） 浄 

配水池（計画） 配 

水源および取水場（廃止） 水 

浄水場（廃止） 浄 

制御弁室 

位 置 図 
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岩手中部水道広域化基本構想 

 

安定水源（表流水・地下水）,

71.1%

不安定水源（地下水（予備水源
含む））, 28.9%

不安定水源（地下水（予備水源
含む））, 6.8%

安定水源（表流水・地下水）,
93.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

広域化しない場合

広域化した場合

5. 広域化の効果のまとめ（水源・施設面） 

 

広域化が実現された場合の効果を以下に整理する。 

 

安安定定水水源源のの確確保保とと水水資資源源等等のの経経営営資資源源のの共共有有化化  

 

広域化しない場合の水源水量に占める安定水源割合は 71.1%であるが、広域化した場合は、不安定

水源である地下水源を廃止し、入畑ダム（企業団）、北上川等の表流水を主とした水源に切り替えることで、

安定水源の割合は 93.2％と大幅に向上する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-1 安定水源の割合に見る広域化の効果 

 
 

施施設設余余剰剰能能力力のの有有効効活活用用にによよるる施施設設のの効効率率的的運運用用  

 

PI による試算では、広域化した場合には、圏域全体としての水源の利用率や余裕率が平準化され、水

の相互融通等により水源能力の余裕を確保した上で、より効率的な運用が可能となることが確認できる。 

また施設についても、広域化した場合は利用率、稼働率の低い企業団や北上・花巻エリアの利用率、

稼働率が上がり、利用効率が高まる一方で、施設能力が逼迫傾向にある紫波エリアでは利用率、稼働率

が下がり余裕を確保できることになる。 

表 5-1 PI を活用した施設の効率的運用の見通し 

PI PI の説明 
平成 21 年度 PI 実績値（％） 広域化した場合 

平成 36 年度 PI 予測値 企業団 北上市 花巻市 紫波町 

1001 
水源利用率（平均的需要量に対する比
率。水源のゆとり度、効率性を示す） 77.3 55.6 60.7 65.1 74.1 

1002 
水源余裕率（最大需要量に対する比
率。渇水に対する安全度を示す） 8.9 59.0 40.8 25.6 10.7 

3019 
施設利用率（（1 日平均給水量/1 日給
水能力）×100） 67.1 55.0 64.1 79.3 74.1 

3020 
施設最大稼動率（（1 日最大給水量/1
日給水能力）×100） 79.7 62.2 75.0 97.1 90.4 
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岩手中部水道広域化基本構想 

施施設設のの統統廃廃合合にによよるる余余剰剰規規模模のの縮縮小小  

 

現状では、企業団を除く自己水の浄水施設能力は圏域全体で 57,390m3/日保有しているが、圏域の

将来の水需要を見通した場合、水源および浄水施設の統廃合により 52,744m3/日と現状の約 8%

（4,646m3

これにより不要な施設への再投資や圏域での重複投資が回避でき、効果的な投資が可能となる。 

/日）の余剰規模の縮小が可能となる。 

表 5-2 広域化に伴う施設の統廃合と整備 

 現在の浄水場・浄
水施設数

広域化した場合の浄
水場・浄水施設数※1 

広域化に伴い整備さ
れる浄水場※2 

広域化に伴い整備される
配水池※2 

北上エリア 

※3 

4 
3 

（廃止 2、新設 1） 
統合浄水場 
（和賀川系） 

 

花巻エリア 20 15（廃止 5）  
東和配水池（新設） 
新三竹堂配水池（新設） 

紫波エリア 10 
4 

（廃止 6、更新 1） 
（古館浄水場） 片寄配水池（増設） 

※ 1 北上エリアは予備水源を除いており、花巻エリアは簡易水道の浄水施設を紫波エリアは揚水場、船久保浄

水場（営農飲雑用水）を含んでいる。 

※ 2 北上エリアは和賀川浄水場および江釣子浄水場を廃止し、和賀系水源の統合浄水場を新設することを想

定している。花巻エリアは、高円万寺浄水場の北上川水源および、湯本、十日市、土沢、晴山、中内浄水

場の 5 浄水場の廃止を想定している。紫波エリアは片寄、長岡、佐比内浄水場の 3 施設および小山沢・大

明神・沢田の 3 水源を廃止し、古館揚水場を更新（DBO で浄水場化）することを想定している。 

※ 3 東和配水池は北上エリアからの分水用、新三竹堂、片寄配水池は企業団用水受水用として整備する。 

 

災災害害・・事事故故等等のの緊緊急急時時対対応応力力強強化化（（ババッッククアアッッププ機機能能のの強強化化））  

 

広域化した場合には、企業団用水を受水活用するための施設として新三竹堂配水池（花巻エリア）の

新設や片寄配水池（紫波エリア）の増設等が行われ、災害時等には各エリアへの配水拠点としての役割

を担う。また、新設する統合浄水場（北上エリア）は、十分な耐震性を備えて、圏域全体を補完する役割を

担う。 

さらに、圏域を網羅する企業団バイパス送水管整備により緊急時での水の相互融通が可能となり、企

業団および市町施設間におけるバックアップ機能の強化が図れ、併せて組織体制整備や圏域での情報

の共有一元化等により災害・事故等の緊急時対応力が強化される。 
 

そそのの他他想想定定さされれるる効効果果  

 

上記の他に、下記の項目が広域化の効果として期待できる。 

 技術職員を含む職員体制の確保強化により、運営基盤の維持向上や確実な技術の継承の仕組

みを構築できる。 

 更新投資財源確保や計画的な更新・耐震化の実施が可能となり、圏域水道施設の耐震性能を含

む技術水準の維持向上が期待できるとともに、施設の維持管理・運営が高い水準で実施される。 

 人材、資金、施設、情報、水資源等の経営資源の共有化と効率的活用が可能となり、スケールメリ

ットを生かした事業運営により、料金収入の安定化や利用者へのサービス水準等の格差が是正さ

れ、水道利用者への均一で質の高いサービスを安定的に提供することが可能となる。
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6. 広域化の効果のまとめ（財政面） 

「基本構想」における財政計画は、企業団および構成市町それぞれにおいて、広域統合（以降、統合）

および事業体ごとに事業経営を継続した場合（以降 単独）を財政計画のシミュレーションにより比較検討

を行い経済効果を整理する。なお、整理にあたっては、水道会計のみならず一般会計からの出資金を合
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

計
．
し、市・町全体
．．．．．．．

とする。 

 

 

6.1 北上市 

比較検討の対象となる施設整備のための工事請負費は、次のとおりである。 

 

「統合」・・・・・既存施設の更新事業(6,838 百万円 アセットマネジメント) 

「単独」・・・・・和賀川浄水場再構築事業(1,628 百万円)および既存施設の更新事業(6,838 百万円 

アセットマネジメント) 

 

 このことから、水道会計における損益勘定・資本勘定および一般会計ごとの経済効果を整理する。 

6.1.1 水道会計 

 ①損益勘定 

人件費は、「統合」時の職員数を現行の 76名から 72名と設定し、平成 21年度人件費をもとに設定した。

なお、「単独」では平成 26 年度以降も平成 21 年度実績値とし、この結果、財政計画期間に対し（以降 期

間中）「統合」による経済効果は、
．．．．．．

99
．．

百万円
．．．

となった。 

減価償却費は、期間中「統合」の工事請負費が「単独」より 1,628 百万円安価となり償却対象施設が減少

するため、「統合」による経済効果は、
．．．．．．．．．．．．．

334
．．．

百万円
．．．

となった。 

支払利息は、「統合」では国庫補助金および出資金による財源支援が得られるため、起債充当率を

30％まで引き下げることができた。一方、「単独」では財源支援はないため、起債充当率を 90％に設定した。

この結果、「統合」による経済効果は、
．．．．．．．．．．．．．

942
．．．

百万円
．．．

となった。 

②資本勘定 

工事請負費は、期間中「統合」が「単独」より 1,628 百万円安価となり、この結果、「統合」による経済効
．．．．．．．．．．

果
．
1,628
．．．．．

百万円
．．．

となった。 

また、「統合」では工事請負費に対して、出資金 1/3および国庫補助 1/3の財源支援が制度化されており、

この結果、平成
．．

24
．．

年度から
．．．．

平成
．．

33
．．

年度までの
．．．．．

10
．．

年間で
．．．

、出資金
．．．．

1,750
．．．．．

百万円・国庫補助金
．．．．．．．．．

1,750
．．．．．

百万円の
．．．．

経済効果
．．．．

となった。 

財政計画シミュレーション期間 平成 24 年度から平成 36 年度 
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このことから、北上市の工事請負関係費用の
．．．．．．．．．

「統合」による
．．．．．．．

経済効果の総額は、
．．．．．．．．．

5,128
．．．．．

百万円
．．．

となっ

た。企業債償還金は、期間中「統合」の工事請負費が「単独」より 1,628 百万円安価となることおよび起債充

当率を 30％と低く設定できたことにより、「統合」による経済効果は、
．．．．．．．．．．．．．

678
．．．

百万円
．．．

となった。 

6.1.2 一般会計 

「統合」時の出資金 1,750 百万円および企業団への出資金 1,995 百万円は、一般会計より拠出される。

このうち 1/2 が地方交付税の対象となるが、「統合」時は
．．．．．．

約
．
1.872
．．．．．

百万円
．．．

の負担となった。 

以上により、期間中の水道会計および一般会計を合計した北上市の「統合」による経済効果は、
．．．．．．．．．．．．．．．．．

約
．

5,308
．．．．．

百万円
．．．

となった。 

 

6.2 花巻市 

 比較検討の対象となる施設整備のための工事請負費は、次のとおりである。 

 

「統合」・・・・・既存施設の更新事業(約 11,841 百万円 アセットマネジメント) 

「単独」・・・・・既存施設の更新事業(約 12,521 百万円 アセットマネジメント) 

 

このことから、水道会計における損益勘定・資本勘定および一般会計ごとの経済効果を整理する。 

 

6.2.1 水道会計 

 ①損益勘定 

人件費は、「統合」時の職員数を現行の 76名から 72名と設定し、平成 21年度人件費をもとに設定した。

なお、「単独」では平成 26 年度以降も平成 24 年度値とし、この結果、期間中の「統合」による経済効果
．．．．

は、
．．

110
．．．

百万円
．．．

となった。 

減価償却費は、期間中「統合」の工事請負費が「単独」より 680 百万円安価となり償却対象施設が減少

するため「統合」による経済効果は、
．．．．．．．．．．．．．

142
．．．

百万円
．．．

となった。 

支払利息は、「統合」では国庫補助金および出資金による財源支援が得られるため、起債充当率を

30％まで引き下げることができた。一方、「単独」では財源支援はないため、起債充当率を 90％に設定した。

この結果、「統合」による経済効果は、
．．．．．．．．．．．．．

約
．
1,018
．．．．．

百万円
．．．

となった。 
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②資本勘定 

工事請負費は、期間中「統合」が「単独」より 680 百万円安価となり、この結果、「統合」による経済効果
．．．．．．．．．．．

680
．．．

百万円
．．．

となった。 

また、「統合」では工事請負費に対して、出資金 1/3および国庫補助 1/3の財源支援が制度化されており、

この結果、平成
．．

24
．．

年度から
．．．．

平成
．．

33
．．

年度までの
．．．．．

10
．．

年間で
．．．

、出資金
．．．．

 約
．
2,254
．．．．．

百万円・国庫補助
．．．．．．．．

金
．
 約
．

2,500
．．．．．

百万円
．．．

の経済効果
．．．．．

となった。なお、既存事業において「単独」で約 309百万円、「統合」で 50百万円

の国庫補助金が予定されており、既存事業の国庫補助金では約 259 百万円の経済効果は得られなかっ

た。 

このことから、花巻市の工事請負関係費用の
．．．．．．．．．

「統合」による
．．．．．．．

経済効果の総額は、
．．．．．．．．．

約
．
5,172
．．．．．

百万円
．．．

とな

った。企業債償還金は、期間中「統合」の工事請負費が「単独」より 680 百万円安価となることおよび起債充

当率を 30％と低く設定できたことにより、「統合」による経済効果は、
．．．．．．．．．．．．．

約
．
596
．．．

百万円
．．．

となった。 

6.2.2 一般会計 

「統合」時の出資金 約 2,546 百万円および企業団への出資金約 2,043 百万円は、一般会計より拠出さ

れる。このうち 1/2 が地方交付税の対象となるが、「統合」
．．．．

時は
．．

約
．
2,148
．．．．．

百万円
．．．

の負担
．．．

となった。 

以上により、期間中の水道会計および一般会計を合計した花巻市の「統合」による経済効果は、
．．．．．．．．．．．．．．．．．

約
．

4,889
．．．．．

百万円
．．．

となった。 

 

6.3 紫波町 

 比較検討の対象となる施設整備のための工事請負費は、次のとおりである。 

 

「統合」・・・・・既存施設の更新事業(7,683 百万円 アセットマネジメント) 

「単独」・・・・・片寄配水池増設・古館水源系施設更新事業(約 2,056百万円)および既存施設の

更新事業(7,683 百万円 アセットマネジメント) 

 

 このことから、水道会計における損益勘定・資本勘定および一般会計ごとの経済効果を整理する。 

 

6.3.1 水道会計 

 ①損益勘定 

人件費は、「統合」時の職員数を現行の 76名から 72名と設定し、平成 21年度人件費をもとに設定した。

なお、「単独」では平成 26 年度から対前年度比 10 百万円を削減し、この結果、期間中の「統合」による

経済効果は、
．．．．．．

約
．
16
．．

百万円
．．．

となった。 



 

22 

減価償却費は、期間中「統合」の工事請負費が「単独」より、2,056 百万円安価となり償却対象施設が減

少するため、「統合」による経済効果は、
．．．．．．．．．．．．．

318
．．．

百万円
．．．

となった。 

支払利息は、「統合」では国庫補助金および出資金による財源支援を得られるため、起債充当率を 30％

まで引き下げることができた。一方、「単独」では財源支援がないため、起債充当率を 90％に設定した。この

結果、「統合」による経済効果は、
．．．．．．．．．．．．．

1,005
．．．．．

百万円
．．．

となった。 

②資本勘定 

工事請負費は、期間中「統合」が「単独」より約 2,056 百万円安価となり、この結果、「統合」による経済
．．．．．．．．．

効果
．．

2,056
．．．．．

百万円
．．．

となった。また、「統合」では工事請負費に対して、出資金 1/3 および国庫補助 1/3 の財

源支援が制度化されており、この結果、平成
．．

24
．．

年度から
．．．．

平成
．．

33
．．

年度までの
．．．．．

10
．．

年間で、
．．．．

出資金
．．．

 1,970
．．．．．

百万円・国庫補助金
．．．．．．．．．

1,970
．．．．．

百万円の
．．．．

経済効果
．．．．

となった。 

このことから、紫波町の工事請負関係費用の
．．．．．．．．．

「統合」による
．．．．．．．

経済効果の総額は、
．．．．．．．．．

約
．
5,996
．．．．．

百万円
．．．

とな

った。企業債償還金は、期間中「統合」の工事請負費が「単独」より約 2,056 百万円安価となることおよび起

債充当率を 30％と低く設定できたことにより、「統合」による経済効果は、
．．．．．．．．．．．．．

661
．．．

百万円
．．．

となった。 

 

6.3.2 一般会計 

「統合」時の出資金 1,970 百万円および企業団への出資金 712 百万円は、一般会計より拠出される。こ

のうち 1/2 が地方交付税の対象となるが、「統合」
．．．．

時は
．．

1,341
．．．．．

百万円
．．．

の負担となった。 

以上により、期間中の水道会計および一般会計を合計した紫波町の「統合」による経済効果は、
．．．．．．．．．．．．．．．．．

約
．

6,655
．．．．．

百万円
．．．

となった。 
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6.4 企業団 

 比較検討の対象となる施設整備のための工事請負費は、次のとおりである。 

 

「統合」・・・・  和賀川浄水場再構築事業(1,628 百万円)、統合浄水場新設事業(1,550 百万

円)、東和地区送水管事業(1,140 百万円)、新三竹堂配水池新設事業(307 百

万円)、片寄配水池増設事業(248 百万円)、広域北部幹線布設事業(1,574 百

万円)、古館水源系施設更新事業(1,068 百万円)、企業団浄水池増設事業(214

百万円)、バイパス管事業(3,696 百万円)および既存施設の更新事業(3,692

百万円 アセットマネジメント) 

「単独」・・・・・新三竹堂配水池新設事業(307 百万円)、広域北部幹線布設事業(1,574 百万

円)、バイパス管事業(3,696 百万円)、企業団浄水池増設事業(214 百万円)

および既存施設の更新事業(3,692 百万円 アセットマネジメント) 

 

 このことから、水道会計における損益勘定・資本勘定ごとの経済効果を整理する。 

 

6.4.1 水道会計 

 ①損益勘定 

人件費は、「統合」時の職員数を現行の 76 名から 72 名と設定し、段階的に平成 24 年度より 7 百万円を

削減し、さらに平成26年度より７百万円削減し設定した。なお、「単独」では平成26年度以降の削減を配慮

せず設定し、この結果、期間中の「統合」による経済効果は、
．．．．．．

77
．．

百万円
．．．

となった。 

減価償却費は、期間中「統合」の工事請負費が「単独」より、約 5,634 百万円増加となり償却施設が増加

するため、「統
．．

合」時は
．．．．

1,026
．．．．．

百万円
．．．

の負担
．．．

となった。 

支払利息は、「統合」では国庫補助金および出資金による財源支援を得られるため、起債充当率を 30％

まで引き下げることができた。一方、「単独」では財源支援はないため、起債充当率を90％に設定した。この

結果、「統合」による経済効果は、
．．．．．．．．．．．．．

775
．．．

百万円
．．．

となった。 

②資本勘定 

工事請負費は、期間中「統合」が「単独」より 5,634 百万円増加となり、この結果、「統合」
．．．．

時は
．．

5,634
．．．．．

百
．

万円
．．

の負担
．．．

となった。 また、「統合」では工事請負費に対して、国庫補助 1/3 の財源支援が制度化されて

おり、この結果、平成
．．

24
．．

年度から
．．．．

平成
．．

33
．．

年度の
．．．

10
．．

年間で、出資金
．．．．．．．

4,752
．．．．．

百万円・
．．．．

国庫補助金
．．．．．

4,752
．．．．．

百万円の
．．．．

経済効果
．．．．

となった。 
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このことから、企業団の工事請負関係費用の
．．．．．．．．．

「統合」による
．．．．．．．

経済効果の総額は、
．．．．．．．．．

約
．
3,8
．．．

70
．．

百万円
．．．

とな

った。企業債償還金は、期間中の支払利息の状況および起債充当率を 30％と低く設定できたことにより、

「統合」による経済効果は
．．．．．．．．．．．．

、
．
336
．．．

百万円
．．．

となった。 

以上により、期間中の企業団の水道会計による「統合」による経済効果は、
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

約
．

4,03
．．．．

2
．
百万円
．．．

となっ

た。 

 

6.5 広域統合 

表 6-2の概算事業費と建設工程をもとに、北上市、花巻市、紫波町、企業団それぞれを「水道会計」お

よび「一般会計」に分け経済効果を検討した結果、期間中
．．．

約
．

20,884
．．．．．．

百万円の経済効果
．．．．．．．．

となった。（表 6-1、

図 6-1参照） 



 

25 

表 6-1 統合・単独の経済効果 

 

図 6-1 統合・単独の経済効果
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 表 6-2 概算事業費と建設工程 
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 財政計画のシミュレーション結果より、それぞれの給水原価を下記に示す。 

表 6-3 給水原価の予測 

 

図 6-2 給水原価の予測 

 

実績値 計画値 
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財政計画のシミュレーションで得られた給水原価より、それぞれの供給単価を下記に示す。 

表 6-4 供給単価の予測 

 

図 6-3 供給単価の予測 

 

計画値 実績値 
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財政計画のシミュレーションで得られた給水原価および供給単価の予測をみると、「単独」

の場合、北上市の給水原価および供給単価は横ばい状態と見込まれる。また花巻市と紫波

町は今後給水原価が上がり、供給単価も上げなければならないと見込まれる。 

一方、「統合」の場合の給水原価および供給単価は、横ばい状態と見込まれ、「統合」の供

給単価は、「単独」の場合の最も低い北上市の供給単価より、少し低く設定することが可能と

試算される。 

     広域化統合した場合の財政収支を表 6-5 に示す。 

       統合時の水道料金については、今後事業計画を策定し、料金体系や料金水準を検討し 

     たうえで、具体化していく必要がある。 
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表 6-5 広域統合時の財政収支一覧表 
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